
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014年 7月号 

ひぐちん通信 
ヒグチ鋼管株式会社 〒547-0001大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 携帯:090-3659-2743 代表取締役 樋口浩邦 

2021 年 5 月号（vol.86） 

◆人本経営を一緒に学びませんか？◆ 

こんにちは、お世話になっております。ヒグチ鋼管代表の樋口です。ひぐちん通

信第８６号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、先日、人本（じんぽん）経営実践講座という勉強会に社員を３人送り出しま

した。人本経営実践講座は、「人本経営」＝「人を大切にする経営」を実現するため

の講座。主催は株式会社シェアードバリュー・コーポレーションさんです。６年前、私

自身が受講し、以来、社員を毎年３人ほど送り出し、会社として学び続けています。 

６年前、とある勉強会に参加したとき、講座の主催者である小林秀司先生に出会

い、また、小林先生の著書『人本経営「きれいごと」を徹底すれば会社は伸びる』

（左下）を読んで非常に共感し、ぜひこの先生から学びたいと受講しました。 

この小林先生の人本経営の考え方は、世の中の経営者が考えるものとは違うか

もしれません。一般的には儲けが優先の「業績軸」です。ただ、この人本経営の考

え方の軸足は、社員の幸せを第一に考える「幸せ軸」です。 

短期的に見たら業績軸の方が売上、利益を上げることに繋がると思います。た

だ、１０年後、２０年後、３０年後、ましてや、５０年後、１００年後と長期で見たらどう

か。長期的に考えると、業績軸よりも幸せ軸、社員を大切にしている会社の方が持

続可能だと思うのです。もちろん、利益がなかったら社員を幸せにできません。人本

経営は、けっして業績を無視しているわけではなく、利益は後からついてくるという

考え方です。 

会社としてこの人本経営を学び続けて６年目。１年目より２年目、２年目より３年

目と、社内には徐々に浸透してきています。これからも、じっくり時間をかけて学び 

続けます。ぜひ、この人本経営を一緒に学びませんか？ 

■株式会社シェアードバリュー・コーポレーションさん 

住所：東京都千代田区神田司町２-１７ TAIICHIビル３F 

電話：０３-５２５９-７７２２ ※人本経営実践講座は、東京と大阪で 

４月から１月まで開催。大阪会場は谷町九丁目の会議室です。 



 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに） E メール：hirokunister@gmail.com 

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、弊社の主要仕入先である丸一鋼販(株)に入社。 

名古屋営業所で５年間お世話になった後、当社に入社。平成１３年７月に 

代表取締役に就任し、現在にいたる。 

趣味：映画鑑賞 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆３Ｓ活動＆業務改善情報◆ 

(整理・整頓・清掃)当社の取り組みをご紹介します。 

◆発行者コラム◆ 

今回もまた、最後までお読みいただきどうもありがとうございます！さて、昨年の

３月の誕生日前、門真で運転免許の更新をし、その帰りに信号無視で捕まってしま

った話をひぐちん通信（２０２０年４月号）に書きましたが、今年の誕生日を以てやっ

と喪が明けました。コロナ禍で検問取締りも少なく、そのおかげ？で、１年間の無事

故無違反を達成。ようやく、晴れて胸を張って公道を走ることができます。今後もゴ

ールド免許取得に向けて、さらに安全運転を心掛けていきます！樋口 

①原管飛び出し注意の表示が地面だけでは不十分だ
という指摘を受け、安全強化の為、立て看板を作りまし
た。ｂｙチャン・イエン・ビン 

③以前はリピート品の在庫を直置きして
いたが、棚を設置し３段まで積めるように
なった。ｂｙ柴尾・柳 

④安全通路が確保されていなかったので、黄色
のラインを引きました。ｂｙ梅木・ジャウ 

②つまずく恐れがあったが、スロープに改善を行い、
つまずきにくくなった。（安全対策）ｂｙ武知伸一 

⑤メジャーのカバーをプラスチックから鉄板に
しました。鉄板なので落としても壊れる事がな
くなりました。ｂｙ山口雅史 


